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学校法人 宝仙学園 

                           理事長 冨田 道生 

 

令和７年度事業報告書 

 

１．令和７年度の事業概要 

令和７年度は中期経営計画（令和５年度～令和７年度）の３年目となる最終年度であり、計画に掲げ

た経営目標の達成度を評価する年でもあります。この３か年の中期経営計画は、令和10（2028）年に迎

える学園創立100周年につながる重要な３か年と位置づけ、“強固な経営体質づくり”をテーマに、「財

務基盤の強化」、「環境変化への対応」、「教育特色の進化と新たな特色の創造」、「人材戦略」の４つを学

園の経営目標に掲げ、全部門がそれぞれの戦略・目標を策定して取り組んでまいりました。社会情勢に

目を向けますと、ベースアップや人手不足による人件費の高騰、さらに世界情勢ではウクライナ侵攻の

長期化、中東情勢の緊迫化によるエネルギー資源価格の上昇、円安による輸入コストの増大による物価

高等、極めて不透明で不安定な経営環境にあります。このように私たちを取り巻く環境は日々厳しさを

増し、将来の予測が困難な状況ではありますが、教育機関としての使命を果たし、さらに学園を発展さ

せていくためには、変化に対応できる体力を養い、学園が一体となって中期経営計画に基づく事業計画

の達成に向け取り組むことが肝要です。 

令和７年度は「新校舎建設プロジェクト」が本格的に動き出し、学園創立100周年事業の中核となる

「宝仙百年館 The Terrace」の建設に向けた様々な準備にも取り組んでまいりました。「The Terrace」

は絶えず変化・進化していく学園教育を支えるシンボルとなり、完成後には様々な“学びのカタチ”が

ここから生み出されるであろう。 

令和７年度の事業計画について、中期経営計画の学園経営目標に沿って振り返り、以下のとおり事業

の概要を報告します。 

 

（１）財務基盤の強化 

令和７年度は創立100周年記念の一大事業である校舎の建替工事が着工しました。財務の面では学園

始まって以来の巨額な資金需要が生じることになり、財務基盤の根幹となる入学定員、学則定員の充足

に全部門で取り組んでまいりました。 

                                     金額単位：百万円 

 目標 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

事業活動収支差額 300以上 393 340 11 

事業活動収支差額比率 10％以上 12.8％ 11.2％ 0.4％ 

金融資産残高 － 5,176 5,596 5,426 

対前年度増減額 900（3か年） 444 420 △170 

 

学園全体としての３年間の財務基盤の推移を見ますと、令和５年度と６年度は、基本金組入前事業活

動収支差額及び収支差額比率の目標を共に達成し、金融資産も４億円以上を積み増し、当初計画を上回

る成果を上げることができました。しかし、令和７年度の事業活動収支差額は、昨年度比３億円以上の

減少となり、金融資産は170百万円減少し、中期経営計画の締めくくりの年度として課題を残す結果と

なりました。主な要因として、校舎建替えに伴う高校女子部及び共学部一部授業の移転による鷺ノ宮校
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舎(旧西中野小学校)の改修工事及び賃借料の支出、諸物価及び人件費の高騰、学校会計基準の改正に伴

う賞与引当金（約81百万円）の計上(初年度のみ一過性の影響を受ける)、学生生徒数の減少による学納

金の収入減等があげられます。 

 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

収容定員数（学園全体） 2,275人 

学生生徒等の人数 2,535人 2,501人 2,378人 

収容定員充足率 111.4％ 109.9％ 104.5％ 

対前年度増減人数 △4人 △34人 △123人 

 

 学園全体の収容定員は2,275人であり、この３か年、学園全体では収容定員を充足していますが、令

和６年度に△34人、令和７年度に△123人と対前年では減少傾向にあります。こうした傾向を断ち切る

べく各部門は令和８年度入学者の募集活動に注力した結果、大学、中学、幼稚園では前年を上回る結果

を残すことができました。小学校は安定して入学定員を充足しています。今後も諸物価及び人件費の高

騰が見込まれ、また、新校舎の建設に要する資金確保も含め、引き続き財務基盤の強化に学園を上げて

取り組んでまいります。 

 

（２）環境変化への対応 

①私立学校法の大幅改正と学園寄附行為の改正   

学園を取り巻く環境の変化はますます広範囲にわたり、その変化の流れを的確に捉えて、迅速かつ

計画的に取り組むことがこれまで以上に求められています。この環境の変化を最も端的に表している

のが、私立学校法の大幅な改正とそれに伴う学園寄附行為の改正でした。この改正は学校法人の組織

形態やその運営に対して、根本的な変化を求めるガバナンスの大改革と言えます。 

学園は改正私学法の令和７年４月１日施行を見据え、寄附行為の大幅な改正及び内部統制システム

の整備、これらに準拠した法人組織づくりに約１年がかりで取り組んできました。 

改正寄附行為は文部科学省より令和６年11月18日付で認可され、これに伴う内部統制システムを令

和６年度内に整備し、改正私学法、改正寄附行為及び諸規則に適合した体制を整え、令和７年度より

これに準拠した法人運営を行っています。 

②コンプライアンス遵守 

学園の諸規則、法令の遵守を求めるコンプライアンスの徹底や、日常の業務活動中に潜む様々なリ

スクへの適切な対応等がこれまで以上に重要視されています。こうしたリスクへの事前対策として、

学園及び各部門は教職員研修や専門的な相談窓口の設置に取り組みました。学園はハラスメント、コ

ンプライアンス、セキュリティ研修を実施し、部門ではいじめや保護者対策についての教員研修を実

施しました。 

また、学校危機管理に精通した専門的相談機関の活用をはじめ、プライバシーの保障されたハラス

メント外部相談窓口、外部公益通報受付窓口を設置しました。（令和７年４月） 

③５か年の中期経営計画の策定 

  私学法の改正により文部科学大臣所轄学校法人には５か年の中期経営計画の策定が義務付けられま

した。学園は令和８（2026）年度にスタートする中期経営計画の３年目となる令和10（2028）年度に

創立100周年を迎えます。この大きな節目を迎える５か年に向け、部門別に財務基盤の推移及び社会
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環境の変化や内部環境を分析（ＳＷＯＴ分析）し、実現可能な中期経営計画を策定しました。 

④その他の環境変化への対応 

  インボイス制度、改正電子帳簿保存法への対応に向けた学園会計システムの改修や説明会の実施、

育児・介護休業法の改正に伴う学園規程の改正、適正な労務管理の再整備（IC打刻・Web打刻）等、

各種関連法令の改正に伴う学園規則の制定・改正やシステムの改修等、社会情勢の変化への対応に取

り組みました。 

  また、働き方改革の推進や業務効率化、コスト削減の観点から、学園警備体制を見直し、令和７年

９月から休日・夜間の警備を機械警備に切り換えました。 

  

（３）教育特色の進化と新たな特色の創造 

①大学 

「存在感あふれる保育単科大学を作り上げる」という理念のもと、教学上の新たな施策を次々と展

開してきました。令和７（2025）年度入学生から、「保育コース」「保育留学コース」「こども心理コ

ース」の３コース制を導入し、新たに「児童厚生１級指導員資格」を取得可能にし、さらに令和９

（2027）年度入学生から、主専攻の３コースに加え、副専攻として５つの表現実践ユニットを設け、

保育実践力の強化、保育単科大学としての魅力づくりを推進しています。教育特色のひとつである

「オーストラリア保育留学制度」では、第２期生（令和６年度）全員がオーストラリアでの保育資格

（CertificateⅢ）を取得することが出来、第３期生の５名も、留学担当教員によるきめ細かな指

導・支援のもと、同資格を全員が取得し、大きく成長して帰国しました。この留学制度への参加を目

標にして入学してくる学生も増加しつつあり、当留学制度が大学の大きな魅力の一つとして、しっか

りと根付いてきました。当留学制度に加え、令和７（2025）年度からニュージーランド短期保育留学

を導入し、学園の教育特色の一つであるグローバル教育は更なる進化を遂げています。 

②中学校・高等学校 

「知的で開放的な広場」と「自己ベストの更新」を標榜し、新たな学校文化の醸成に取り組んでい

ます。100周年記念事業に向けた小中高連携カリキュラムの新設への取り組みが進められ、また、順

天堂大学系属校として新設された「医学進学コース」を含め、探求学習や英語教育を起点に新たな教

育特色の創造が着々と進められています。理数インターの特色の一つであるグローバル教育の展開に

ついては、令和６（2024）年度にスタートしたターム留学制度が人気を集め、留学制度の裾野が広が

りつつあります。女子部では世界大会で優勝するなどダンス部が相変わらず元気な姿を見せてくれて

います。マスコミにもしばしば登場し、人気・知名度ともに上がり、明るい話題を提供してくれてい

ます。今後、女子部こども教育コースの新しい魅力づくりと広報活動の展開が鍵となります。 

③小学校 

令和６年度から教育方針を「自ら学び、チャレンジと共創から未来をつむぐ」と定めました。新た

な特色づくりとして英語教育活動にも注力し、英検ジュニアの運営や英検準会場の設営、オーストラ

リアイングリッシュキャンプ留学等が実施されました。アフタースクールでは、ソロタッチ、ノビル

バ等の放課後活動は参加者が増えつつありますが、課題も出てきているため、その検証を進め、保護

者のニーズとマッチしているか見極める必要があります。 

今後の取り組みとして、小・中高の連携強化に向けたカリキュラムの開発、理数インター「医学進

学コース」との接続等、新たな宝仙小の魅力づくりに注力します。 
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④幼稚園 

  令和６年「教育計画 改訂版」が完成し、これに基づき園児一人ひとりに向き合うこと、特性を見

極めること等、きめ細やかで丁寧な保育、「質」の高い教育を目指してきました。「遊びの中の学び」

を重視した教育目標を定め、「感応の心」「生きる力」を育むための保育に力を注ぎ、その実現に向け

た具体的な活動として、園外保育、理科実験教室、数・図形あそび、英語教育、リトミック、造形あ

そび等、多彩な教育活動に取り組んでいます。 

 

（４）人材戦略 

 教育機関として、人材は最も重要な経営資源であることは言うまでもなく、優れた教職員を育成する

ためには、計画的かつ適切な研修を実行していくことが必要不可欠です。部門ではそれぞれに相応しい

研修活動を展開しました。大学ではＦＤ及びＳＤ研修の強化に継続して取り組み、中高ではオンライン

研修や外部機関を活用した「いじめ対策」に関する研修を実施しました。小学校では外部人材の活用や

教員同士の学び合いにより資質の向上と視野の拡大を図り、幼稚園ではベテラン教員から若手教員に対

して保護者対応等の園内研修を実施し、保育者としての資質向上に努めました。 

 今後、教職員に強く求められるのは、コンプライアンスの遵守と危機管理意識の向上であり、社会環

境の変化により、学園の教職員に要求される資質も当然のことながら変化しつつあります。学園では本

務教職員全員を対象として、コンプライアンスや危機管理に関するオンライン研修を継続的に実施して

います。 

管理職のマネジメント力の強化もこの延長線上にあり、管理職としての役割と責任をしっかりと認識

し、部門におけるコンプライアンス遵守及びガバナンス強化の旗振り役として期待しています。学園は

令和２年、次期リーダーの育成と部門横断的交流の活性化を目的とした、学部長(大学)と教頭（中高・

小・幼）を中心メンバーとする教育管理職懇談会を発足させました（理事長、常務理事、理事長補佐、

事務局長が出席）。１年に２回テーマを決めて意見交換を行っています。 

人材の育成は職場環境が良好であることが前提となります。常に建学の精神の基本に立ち返り、学園

内でのコミュニケーションや意思疎通の重要性を今一度再確認することにより、教職員の力を合わせ

て、風通しの良い、働き甲斐のある学園風土を醸成していきたいと考えています。 

 

学園創立100周年記念事業の中核となる「The Terrace」の建設が、令和８年度にいよいよ着工しま

す。令和７年度は３か年の中期経営計画の締めくくりの年度であるとともに、次の５か年の中期経営計

画へと繋ぐ重要な事業年度となりました。 

以下、部門別に見た令和７年度の事業概要を記します。 

 

こども教育宝仙大学は、大学としての Mission、Vision、Value に基づき、Vision として「実践教育

を徹底し、優れた保育者を育てる」「一人ひとりに寄り添い、優れた保育者を育てる」「90年の信頼『保

育の宝仙』を受け継ぎ、優れた保育者を育てる」を掲げています。これらを具体化して推進するため、

「こども教育 HOSEN WAY」プロジェクトを企画し、全教職員で取り組んでいます。令和７年度は第３期

「こども教育HOSEN WAY Ⅲ」（令和６年度～令和８年度）の２年目として、引き続き 21プロジェクトに

取り組み、大学改革と内部質保証の進展を図りました。 

教学面では「存在感あふれる保育単科大学を作り上げる」を目標に掲げ、2025年度入学生から導入し

た３コース制の運用を開始し、「児童厚生一級指導員」資格等の取得に向けた教育体制の充実を図りまし

た。また保育留学では、オーストラリア保育留学第 3期生 5名全員が保育者資格Certificate Ⅲを取得
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して帰国し、第４期生６名が渡豪しました。本年度は新たにニュージーランド保育留学（約 30日）も開

始し、第１期生として 16名（１年生 10名、３年生６名）が参加して、同国独自の保育カリキュラム「テ

ファリキ」等を学び帰国しました。国際的視野を備えた保育者養成にも目を向けながら、教育内容の更

なる充実を図っています。 

本年度末卒業生の免許・資格取得状況は、卒業者 76名に対し、幼稚園教諭一種免許状取得者 62名（取

得率 81.6％）、保育士資格取得者 65名（取得率 85.5％）となり、両免資格両方の取得者は 60名で、両

免取得率は 78.9％（目標 80％）となりました。 

保育に関する課題を議論する「HOSEN 保育フォーラム（卒業生のつどい）」、実習園の実務担当者参加

の「実習担当者会」、さらに「保育を語ろう！実習発表会＆就職説明会」等を開催し、幼稚園、保育所等

との産学連携及び関係強化に取り組みました。また本年度は大学開学 90 周年記念事業として記念式典

を開催し、長年にわたり本学を支えていただいた関係機関との連携を一層強化しました。 

就職状況については、卒業者 76名のうち保育職 70名で保育職就職率 93.3％（目標 90％）、公務員等

への就職者は 25名となり、保育者養成校としての社会的役割を引き続き果たすことができました。 

学生募集では、18歳人口の減少や保育離れの影響など厳しい募集環境が続く中、全教職員が一体とな

り学生募集活動に取り組みました。その結果、新入学者 120名（編入学２名を含む、前年比＋32名）と

なり、入学定員を充足することができました。年度末学生数は 381名（収容定員 400名）となり、前年

度に比べ 30名増加しました。 

学園内の取組では、宝仙学園高等学校女子部こども教育コースとの高大接続として、出張授業や大学

ゼミナール体験等を継続して実施しました。入学者数は前年に比べ減少したものの、引き続き関係強化

に努めました。 

社会貢献・地域連携の推進では、こども教育研究センターが中心となり、宝仙学園幼稚園とも連携し

た地域子育て支援室「ぷちとまと」、「HOSEN こどもフェスティバル」等の活動を実施するとともに、中

野区との連携事業や保育実務研修への講師派遣等を実施し、地域に根ざした大学としての役割を果たし

ました。 

 

中学校・高等学校共学部「理数インター」は、本年度で 14回目の卒業生を送り出しました。 

共学部のスクールモットーの一つは、「知的で開放的な広場」です。１学期の体育祭、２学期の宝仙祭、

３学期の合唱祭はいずれも、生徒が企画・運営・総括を主体的に担う行事として実施され、本年度も生

徒一人ひとりの成長につながる充実した内容となりました。仲間と協働しながら課題を解決し、創意工

夫を重ねる経験は、本校が重視する主体性や社会性を育む大きな機会となっています。 

もう一つのスクールモットーは、「自己ベストの更新」です。大学合格実績はその指標の一つですが、

本年度卒業生は、教員の支援を受けながら、この言葉にふさわしい成果を残してくれました。具体的に

は、４年連続の現役東大合格生を含め、早慶を始めとする私立最上位校の合格者数は 77 名、GMARCH に

150名と例年と遜色ない合格者数となりました。また、順天堂大学の医学部にも１名合格が出たことを、

系属校関係の強化に繋げていきたいと思います。 

さらに、教科主任会を中心に授業力向上に向けて、授業改善や指導法の共有を進めることで、学校全

体として学力向上に取り組みました。こうした教員間の協働も、生徒の学びを支える大きな力となって

います。 

生徒の主体性を引き出し、学力を伸ばす学校文化は、中学受験生・保護者から高い期待を集めていま

す。令和８年度の中学１年生入学者は 216名となり、前年度より 30名以上増加しました。また、高校入

学者についても、帰国生を含めて 20名台となり、前年度を上回る結果となりました。 
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令和８年度は、理数インター20周年を迎える節目の年となります。本年度はその準備段階として、教

員・生徒による「20周年企画委員会」を立ち上げ、入学者説明会への参加を皮切りに活動を開始しまし

た。今後は同窓会や父母会とも連携しながら、20周年記念事業を本格的に推進していく予定です。 

女子部においては、年度途中で鷺ノ宮校舎への移転という大きな環境変化があったものの、ダンス部

は全国大会入賞常連校としての実績を維持し続けました。また、募集活動においても制約がある中で入

学者数を 20名台後半まで伸ばすなど、着実な成果を上げました。 

さらに、本年度の特記事項として、医学進学コースが中学１年生および高校１年生に新設されたこと

が挙げられます。数学・理科の先取り授業を実施し、難関である医学部受験に向けた準備を早期から開

始しています。また、本コースでは学力養成のみならず、医師としての志を育てることも重視し、「医師

志望論」という特設講座を開講しました。今後は、系属校関係となった順天堂大学との連携が実を備え

て進むことが期待されます。 

部門間連携については、幼稚園および大学とは、女子部こども教育コースが実習や講義を通して密接

に連携しています。小学校とは、令和 10年度の新校舎の建設に備え、互いに 45分授業を実施する等、

実務的な対応を進めています。 

今後も共学部と女子部それぞれのよさを生かしつつ、本校独自の個性を発展させていきたいと考えて

います。 

 また、令和７年度の卒業生は、中学校 233名、高等学校 219名でした。一方、令和８年度の新入生

は、中学校 216名、高等学校 267名でした。これにより、中高全体の生徒数は 1393名になります。 

 

小学校は、令和７年度、「自ら学び チャレンジと共創から未来をつむぐ」の教育方針のもと、宝仙学

園小学校ならでは教育活動の実現に取り組みました。普段の授業、各種行事、研究活動も、何かの折に

その都度、教育方針に戻って確認しながら進めました。特に、“創造探究”の授業をそれぞれの学年にお

いて、どのような活動を展開できるか、学年チームの教員（担任・副担任）を中心にディスカッション

を重ね、２月の公開授業研究発表会に向けて、１年間継続的に学校全体で取り組めたことは大変な価値

があることだったと振り返っています。学習者を中心において、小学生が、1 年生ならそれに適した活

動は何か？、２年生なら…、〇年生なら…、と教員がアイデアを出し合い、活発に意見交換する姿は、

宝仙ならではの素晴らしい土壌だと感じています。“創造探究“の授業は本校の柱の一つとして、さらな

る発展を目指します。授業力の向上・改善を図り、研修・研究活動を一層充実させることは、学校の評

価を高めていると捉えています。 

建学の精神「品格と知性を兼ね備えた人を造る」のもと、仏教的な環境の醸成を、より一層図るため

に、『十善戒』の文言を肯定的な表現に変更し、小学生にとって、さらに適した活動に変革できたことも

大きな取り組みでした。それを４月からスタートして、月ごとの生活目標でも、仏教の教えと関係させ

ながら、児童の委員会を中心にして、自分事として捉えられるような活動の継続は子どもたちの精神的

成長を支えてきたと考えています。毎月の冨田道興先生（宝仙寺副住職）による、仏教講話も定着し、

子どもたちが仏教の教えについて、自然に触れる機会になっています。 

その他、年間行事予定で計画されたものは、芸術鑑賞教室など外部のリソースを活用することで、、順

調に実施できました。今年度以降も、運動会・宿泊行事・各種行事が継続できる見通しができています。 

入口戦略・出口戦略とも概ね良好な結果です。入口では、一般入試で前年度までの応募者数に届いて

いませんが、一昨年前の数字よりは微増であり、他校の状況を聞くと、大幅に減となっている私学も多

い中、落ち着いている状況です。一方、内部入試・推薦入試では、前年度を上回る応募者数があり、本

校の教育活動を理解し熱望する層は安定している状況が続いています。これは、丁寧に広報活動を進め
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てきた成果だと考えています。本校について理解を深めて入学していただけることで、満足度が高い状

況にあることは、学校評価アンケートの結果からもうかがえます。今後の広報活動をさらにブラッシュ

アップし、よりダイレクトに正しい情報を届けて、入学志望者増につなげられるよう努めます。出口で

も、全体的に好成績で個々の希望する進路を、一人ひとり応援するという、本校の姿が実現できていま

す。今後、内部進学、理数インターへの実際の入学者増を考えて取り組んでいくことは、重要な課題で

あると捉えています。小中高の連携強化のためには、互いをより知ること、互いに理解しあうことを教

職員全体巻き込んだものにしていく必要があり、共学部 20年を迎えた今こそ、ちょうど良いタイミング

だと考えています。宝仙学園 100周年に向けても、重要なポイントであると思います。幼小中高大の連

携についての気運は高まっており、今後も継続的に取り組んでまいります。 

幼稚園では、「遊びの中の学び」に重点を置き、人として「感応の心」を育てることの重要さを、教員

が保育の場で常に意識し、園生活の中で様々な体験・経験を通し、各学年での子どもの育ちを生み出し

ていきました。一人ひとりの育ちを把握、確認するとともに、進級するたびに子ども一人ひとりの今ま

での育ちを生かす保育を心掛け、展開することも十分に意識しながら、教員間の連携も深めていきまし

た。進学（受験）に強い幼稚園として幼児教室（理英会）と連携し、園生活を送る中での体験・経験が

子どもにとって重要であり、日々の保育の大切さを考えながら指導の充実を図り、保護者の満足度を上

げる努力をしました。 

保護者には、「教育計画」を配布し、教育懇談会や個人面談の随時実施等、本園の教育の理解を深めて

いただくための努力をしました。また、家庭教育も重要であることから、園児指導と共に保護者支援に

も力を注ぎました。 

園行事など保護者のニーズに応えていくことから、保護者の信頼を獲得することができました。 

公開行事、説明会等「良質な教育」をアピールすると共に、コンサルタント会社（GCLIP）からのアドバ

イスを受け、未就園児募集強化の対策として、「ぷちとまと」を通年開室しました。 

これにより満３歳児園児の獲得が増え、次年度年少組が60名と安定した運営になりました。 

 

２．学校法人の概要 

（１）建学の精神 

   創立者の目指した教育は「人を造る」教育です。そして「宗教的信念を根底においた人格教 

育の達成」を目標に定めました。人智を超える大いなる存在を感得することにより心豊かな人 

格を育み、生きる意欲を高め、豊かな人生を歩む。創立者が目指した教育は、学園に集うすべ

ての人が、人間の本質を見つめ、そこから人間としての生き方を学ぼうという教育であります。 

（２）学校法人の沿革 

  ① 法人設立年月日 昭和23年3月31日 

  ② 学校設置等 

   昭和  2年 3月  感応幼稚園設置認可 

昭和  3年 1月  中野高等女学校設立認可 

昭和 10年 3月  仏教保育協会保姆養成所設置認可 

昭和 14年 6月  仏教保育協会中野保姆養成所に校名を変更 

昭和 19年 1月  中野保母養成所に校名を変更 

昭和 21年 11月  中野高等保育学校に校名を変更 

昭和 22年 4月  新制宝仙中学校設置認可 
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   昭和 23年 3月  新制宝仙高等学校設置認可 

昭和 23年 3月  財団法人宝仙学園設置認可 

   昭和 26年 3月  学校法人宝仙学園に組織変更 

昭和 26年 3月  中野高等保育学校を廃止し、宝仙学園短期大学保育学科を設立 

昭和 27年 11月  宝仙学園小学校設置認可 

昭和 29年 10月   感応幼稚園を宝仙学園幼稚園と園名を変更 

昭和 29年 10月  宝仙中学校を宝仙学園中学校と校名を変更 

昭和 29年 10月  宝仙高等学校を宝仙学園高等学校と校名を変更 

昭和 39年  1月  宝仙学園短期大学生活芸術科設置認可 

   平成  9年  4月  宝仙学園短期大学生活芸術学科を造形芸術学科に名称変更認可 

   平成 10年  4月   宝仙学園短期大学専攻科造形芸術専攻設置認可(学位授与機構認定） 

   平成 19年  4月  宝仙学園中学校共学部｢理数インター｣を開設 

   平成 20年 10月  こども教育宝仙大学こども教育学部幼児教育学科設置認可 

   平成 21年  4月  こども教育宝仙大学こども教育学部幼児教育学科開学 

   平成 21年  4月  宝仙学園短期大学保育学科学生募集停止 

平成 22年  4月  宝仙学園短期大学廃止 

 

（３）設置する学校・学部・学科等              （令和７年５月１日現在） 

設置する学校 開校年月 学部・学科等 

こども教育宝仙大学 平成21年4月 こども教育学部幼児教育学科 

宝仙学園高等学校 昭和 3年4月 全日制（普通科） 

宝 仙 学 園 中 学 校 昭和22年4月  

宝 仙 学 園 小 学 校 昭和28年4月  

宝 仙 学 園 幼 稚 園 昭和 2年4月  

 

（４）学校・学部・学科等の学生数の状況            （令和７年５月１日現在） 

学 校 名 入学定員数 収容定員数 現員数 備考 R8.5.1 

こども教育宝仙大学 １００ ４００ ３４９ ３８１ 

宝仙学園高等学校 ２４５ ７３５ ７３８ ７５５ 

宝 仙 学 園 中 学 校 １３５ ４０５ ６５８ ６３８ 

宝 仙 学 園 小 学 校    ７０ ４２０ ４５０ ４４９ 

宝 仙 学 園 幼 稚 園 ― ３１５ １８３ １６６ 

合計  ２，２７５ ２，３７８ ２，３８９ 

（５）役員の概要                         （令和７年５月１日現在） 

区 分 定 員 数 現 員 数 常勤・非常勤 

理 事 ７～１０人 １０人 
常 勤－８人 

非常勤－２人 

監 事 ２人 ２人 非常勤－２人 
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      ※定時評議員会終結後                   （令和７年６月１７日現在） 

区 分 定 員 数 現 員 数 常勤・非常勤 

理 事 ９～１０人 １０人 
常 勤－８人 

非常勤－２人 

監 事 ２人 ２人 非常勤－２人 

（６）評議員の概要                        （令和７年５月１日現在） 

区 分 定 員 数 現 員 数 常勤・非常勤 

評議員 １９～２８人 ２１ 
常 勤－１２人 

非常勤－ ９人 

   ※定時評議員会終結後                   （令和７年６月１７日現在） 

区 分 定 員 数 現 員 数 常勤・非常勤 

評議員 １１～１２人 １１ 
常 勤－３人 

非常勤－８人 

（７） 会計監査人の概要                     （令和７年５月１日現在） 

区 分 定 員 数 現 員 数 常勤・非常勤 

会計監査人 １人 １ 非常勤－ １人 

   ※定時評議員会終結後                   （令和７年６月１７日現在） 

区 分 定 員 数 現 員 数 常勤・非常勤 

会計監査人 １人 １ 非常勤－１人 

 

（８）教職員の概要                          （令和７年５月１日現在） 

区 分 大 学 高等学校 中学校 小学校 幼稚園 本 部 合 計 

教 

員 

本務 １８ ４３ ４５ ２６ １６ ０ １４８ 

兼務 １６ ２７ ２３ １ ３ ０ ７０ 

職 

員 

本務 １７ １０ ３ ２ ３ ５ 

 

４０ 

兼務 ４ ４ ２ ２ ３ １ １６ 

 

 

３．事業運営の概要 

理事会、評議員会では、決議事項、報告事項等について討議及び承認が行われました。 

会議内容は以下の通りです。 

 

（１）理事会開催の状況・・・令和７年度開催回数１２回 

＜主な議案＞ 

・役員、評議員、会計監査人の改選 

・令和６年度事業報告 
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・令和６年度収支決算 

・令和６年度財産目録 

・宝仙学園役員の報酬等の支給の基準の確認について 

・宝仙学園評議員の報酬等の支給基準の確認について 

・賠償責任保険（生産物、施設）の契約について 

・理事長の選定について 

・令和７年度以降の第２号基本金の組入れに係る計画表について 

・新校舎建設に伴う資産の処分について 

・新校舎建設について 

・新校舎建設に係る一部借入金について 

・新校舎建設（７０周年記念館の解体含む）業者の選定について 

・学校教育活動賠償責任保険の加入について 

・学校法人宝仙学園校長及び園長の選考に関する規程の制定について 

・宝仙学園育児・介護休業等に関する規定の改正について 

・宝仙学園幼稚園園則の改正について 

・70周年記念館の解体工事契約について 

・令和７年度収支補正予算 

・令和７年度寄付金品の募集 

・令和８年度寄付金品の募集 

・宝仙学園中期経営計画（R8～R12） 

・令和８年度事業計画・収支予算計画 

・令和８年度長期借入金の計画について 

・屋内運動場等の吊り天井等の落下防止対策について 

・新校舎建設に係る長期借入金等について 

・新校舎に係る建設費用と指定避難所について 

・第２号基本金の組入れに係る計画表の変更について 

・評議員会招集について 

・役員賠償責任保険の更新について 

・学園規則類の制定・改廃 

 

（２）評議員会開催の状況・・・令和７年度開催回数５回 

＜主な議案＞ 

・役員、評議員、会計監査人の改選 

・令和６年度事業報告 

・令和６年度収支決算 

・令和６年度財産目録 

・令和７年度以降の第２号基本金の組入れに係る計画表について  

・新校舎建設に伴う資産の処分について 

・新校舎建設について 

・新校舎建設に係る一部借入金について 
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・令和７年度収支補正予算 

・中期経営計画（R8～R12） 

・令和８年度事業計画・収支予算計画 

・令和８年度長期借入金の計画について 

（３）監事業務の状況 

・理事会、評議員会への出席状況（理事会12回、評議員会５回）  

・監事監査の実施（会計監査２回、業務監査11回、監査方針打合せ会１回） 

（４）法定監査の状況・・・令和７年度実施回数16回 

・会計監査人による会計監査の実施 

（５）令和７年度の主な教育活動 

＜大 学＞ 

・2025年度入学式（R7.4/2） 

・宝仙学園幼稚園での体験学習（R7.6/10・24、11/5・26） 

・教育実習（実習期間 R7.5/26～6/20） 

・保育実習Ⅰ(施設)（実習期間 R7.７/28～9/21） 

・地域文化体験（利賀村研修）（R7.9/3～7） 

・HOSEN こどもフェスティバル 2024（宝仙祭と共催）（R7.10/18・19） 

・保育実習Ⅱ・Ⅲ(保育所・施設)（実習期間 R７.７/11～12/3） 

・大学入学共通テスト 東京女子大学と共同実施（R8.1/17･18）  

・保育実習Ⅰ(保育所）（実習期間 R8.2/3～2/19） 

・オーストラリア保育留学（R8.2/13～R8.12） 

・国外保育体験（ニュージーランド短期保育留学）（R8.2/6～3/2） 

・卒業研究発表会（R8.3/5） 

・第１４回学位記授与式挙行（R8.3/19） 

・子育て広場「ぷちとまと」開催（幼大連携で年 29日開催、大学担当 18日、幼稚園担当 11日） 

・中野区委託事業「保護者支援プログラム」開催（R７.6/20、７/22、9/2、R8.2/25） 

・「HOSEN 保育フォーラム」開催（R7.7/12） 

・「保育を語ろう！実習報告会・施設説明会」開催（R7.7/19） 

・女子部こども教育コース高大接続（出張授業４回、11/29,2/7,2/14大学ゼミナール体験等を実施） 

・「実習担当者会」開催（R8.3/7） 

・「大学開学 90周年記念式典」開催（R7.10/31） 

 

＜中学校･高等学校＞  

（共学部） 

・入学式（4/5） 

・高３春合宿／埼玉県熊谷市（4/8～11） 

・共学部高校体育祭／武蔵野の森体育館スポーツプラザ（4/23） 

・高２オーストラリア研修旅行（6/4～10, 6/5～11） 

・高１関西研修旅行（長谷寺研修・墓参）（6/5～7） 



12 

・中学校体育祭／武蔵野の森体育館スポーツプラザ（6/10） 

・中学芸術鑑賞会（6/11） 

・中１林間学校／水上高原（7/23～25） 

・マルタ語学研修（7/25～8/9） 

・高校夏期講習Ⅰ期（7/23～26） 

・カナダ語学研修（7/27～8/10） 

・医学進学サマーセミナー（7/29～31） 

・英国イングランド研修（8/3～8/17） 

・高校夏期講習Ⅱ期（8/20～23） 

・中学夏期講習（8/25,26,27） 

・高 1・2 芸術鑑賞会 / 東京建物 Brillia HALL（9/1） 

・中学グローバル・ALコース英語プレゼンテーションコンテスト（9/20） 

・宝仙祭（中・高）（10/18,19） 

・中２長崎研修旅行（11/6～8） 

・中３アジア研修旅行（11/15～19） 

・中１十三詣り（11/1） 

・中１ネイチャープログラム／江の島・鎌倉（11/21） 

・中学冬期講習（12/23～25） 

・高校冬期講習（12/23～26） 

・Hosen English Immersion Camp（校内英語研修）（12/23～12/25） 

・中学合唱祭／中野ゼロホール（1/16） 

・中３卒業プレゼンテーション（1/24） 

・高校英語プレゼンテーション（2/21） 

・中２職場体験（2/2,3,4,10,12） 

・中学英語プレゼンテーションコンテスト（2/14） 

・高校卒業証書授与式（3/14） 

・高校１年探究発表（3/10） 

・中学校卒業証書授与式（3/21） 

・フィリピン・セブ島研修（3/22～3/31） 

・IELTS入門講座（3/24～3/27） 

  

（女子部） 

・入学式（対面）（4/5） 

・女子部 Welcome Camp / 高尾（4/17,18） 

・体育祭（5/31） 

・高Ⅰ宝仙学園幼稚園見学実習/奥寺先生事前指導（5/27） 

・高Ⅰ幼稚園実習（6/6） 

・高Ⅱ幼稚園実習（6/2） 

・合格祈願（6/14） 

・高Ⅲ幼稚園実習（6/3） 

・高Ⅱ幼稚園実習（6/4） 
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・夏期講習Ⅰ期（7/23） 

・大学ゼミ体験（夏期講習Ⅱ期）（7/23） 

・夏期講習Ⅱ期（8/26,27） 

・高Ⅲ保育園実習（9/24） 

・高Ⅱ保育園実習（11/19） 

・宝仙祭（10/18,19） 

・Hosen Art Festival VOL.4（11/10） 

・芸術鑑賞会 （10/15） 

・高Ⅲ卒業プレゼン（1/24） 

・音楽祭/Ⅲ年生を送る会（2/28） 

・卒業証書授与式＜中学校･高等学校＞ （3/3） 

 

＜小学校＞ 

＜学習活動等＞ 

・本校の新たな特色ある教育活動の柱として、「探究学習」や「英語学習」に重点的に取組ん

できた。特に「創造探究」の授業を金曜日の午後の時間に、全学年で共通に設定したこと

で、多くの教員がかかわることができた。 

・学校・仏教行事、宿泊行事等、その他の諸活動を、さらに児童が主体的に関われるように

内容を充実させた。「月の生活目標と十善戒」は、肯定的な表現や仏教の言葉と関連付けて、

年間を通した活動になった。 

・公開授業研究発表会を 2 回実施した。秋の公開研は、個人の授業発表をの機会、2 月の公

開研は、学校全体で、全学級の公開授業の機会ととらえて、それぞれ、目的に合わせて実

施できた。 

・保護者・卒業生・外部の人材の協力を得て、「宝仙ミライ学びフェスタ」を、令和 7年度も 

実施することができた。 

・児童の個別支援教育に対して、講師と共に巡回相談を定着させ、子どもたちへの理解を深

め、生徒指導に活かした。 

・ＩＣＴ教育推進の取組みは、教育活動の柱の一つとして定着し、さらに推進をしている。

児童や保護者対象に、情報モラルや情報リテラシーについて学ぶ場を設定した。 

・外部業者とも連携し、広報担当、入学対策担当のホームページ・スクールガイド等を含め

た広報活動の見直しを行った。取捨選択し、改善しながら新たな取組みを実施した。 

・英語学習では、英検Ｊｒを 2 年生まで取り組むこと、年間 2 回（9・１月）の英検準会場

としての実施が定着した。 

・卒業時に目指すべき児童の姿を示す「ディプロマポリシー」を具現化する、資質・能力を

「コンピテンシー１０」として明確にし、教育活動の柱として取り組んだ。 

 

＜行事について＞ 

・始業式（4/6）・入学式（4/7） 

（4月から 3月までの期間） 

・各学年で進級遠足、体験的校外学習、社会科見学等は、各学年で 2～3 回実施 

（4月・5月・10 月・2月） 
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・各学年別に保護者懇談会と一斉授業参観（午前中を学校公開）の実施 

・6年生修学旅行は、2泊3 日で長崎方面、研修学習を実施(6/12～14）  

・運動会（武蔵野の森スポーツセンター）(6/24） 

・5年千葉県鴨川夏季学校、3・4年白樺湖夏季学校、2 年西湖夏季学校 

それぞれ 2泊 3日で実施   

・オーストラリアホームステイ・イングリッシュキャンプ（7/27～8/5） 

・宝仙寺プロジェクションマッピング実施（8/29） 

・第 2 回「宝仙ミライ学びフェスタ」の実施（9/19） 

・全教員で「瀬戸ソラン小学校」（愛知県瀬戸市）視察実施（9/22） 

・宝仙祭、2日間、子どもの発表会と作品展を全校規模で実施（10/18・19） 

・秋の公開授業研究会開催（ロイロノートの協力あり）(11/28） 

・けん玉大会（12/12） 

・「宝仙小公開授業研究会」開催、入学希望者も参観（2/20） 

・6年生を送る会（全校で）（2/27）  

・卒業研究発表会は、保護者も見学し、5 年生も参加して実施 

・6年卒業遠足（東京ディズニーランド）（3/4） 

・卒業式・謝恩会（3/13） 

・奥志賀高原スキー教室（3/22～25）     

その他 

・父母会総会 （6/29）光葉会総会(4/30） 

・宝友会総会・懇親会 （宝仙祭）光葉会出店（7/5） 

＜幼稚園＞ 

 ・入園進級式（4/10） 

・戸外遊びの充実／年齢に応じた戸外あそびの工夫 

・英語教育／全学年ともに原則週1回   

・リトミック活動/全学年ともに原則月1回 

・本学園小学校との連携教育活動／理科実験教室（年長児３回） 

・園内研修の充実／年間テーマ「こどもの「あそび」と「学力」」 

 こども教育宝仙大学 西脇 双葉先生 

      「個の追求」と「子どもの遊び」の関係（5/13） 

      「ぼっちの食卓」序文から考える「個」の追求の先にあるもの 

      「ぼっちな食卓」第１部より（6/3） 

① 世界の保育から考える「学ぶ力」 

      「ぼっちな食卓」第２部より（7/8） 

② 世界の保育から考える「学ぶ力」 

      「ぼっちな食卓」第３部より（9/18） 

         保育者の使命について考えるー映画「あの日のオルガン」から 

      「ぼっちな食卓」第４部より（10/28） 

① 日本の保育から考える「学ぶ力」・・「きのくに子どもの村」 

      「ぼっちな食卓」第５部より（11/27） 
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② 日本の保育から考える「学ぶ力」・・「きのくに子どもの村」  

      「ぼっちな食卓」第５部より（12/9） 

         印象に残った回についてのグループ討論 

         現代の保育者の使命とは 

      研究保育 年間１回：「研究保育・制作指導」年少担任 松本栞奈 

・仏教行事／花まつり（4・5歳児）、両大師祭、みたままつり、地蔵祭（7回） 

おつとめ(年8回） 

     ・宝仙祭／(R7.10月17、18日)在園児の活動及び母の会を含めた活動 

・避難訓練、防犯訓練の実施（年間4回）、ＡＥＤ講習会開催（R7.9/1） 

・公開保育・体験フェア・入園説明会／2・3年保育と満3歳関係と実施時期を分け行う 

・進学講演会開催／進学講演会Ⅱ（R8.2/26）「2025進学報告会」理英会 

・母の会主催講演会／R7.1/20「腸活法について」 

           講師：元浦和レッズ 鈴木 啓太様 

・「楽しい子ども会」実施／園児表現活動の保護者参観（R8.2/12～18） 

3・4・5歳児 3クラス合同、満3歳児は1クラス 

・中央線沿線私立小学校合同説明会／資料のみ配布 

・卒園式（3/16） 

＜全学園＞ 

・創立者忌日法要（R7.6/27） 

      参列者：各部門の役職者（管理職以上）・代表生徒、学生 

園児・児童・生徒・学生はオンラインで視聴 

・長谷寺仏教研修：(R7.7/28～30) 

・合同学園祭｢宝仙祭｣の開催：大学、高等学校、中学校、小学校、幼稚園（R7.10/18～19） 

各部門共同開催 合同テーマ「主人公になろう！」 

大学         学内展示、軽音ライブ、ワークショップ 

       中学・高等学校共学部 演劇、作品上映、学内展示 

       高等学校女子部    ミュージカル、ダンス部、バトン部、合唱隊 

       小学校        「子どもの発表会、児童作品展、Enjoyほうせん」 

児童作品展示、ワークショップ 

       幼稚園        「宝仙祭 ～こどもの作品展～」 

子どもの作品展示、母の会バザー、コーラスママ 

（６）令和７年度の主な事業活動 

＜学園の活動＞ 

① 学園経営の改革・改善及び学園運営に関する事項 

・こども教育宝仙大学学則の改正（R7.7/1施行） 

・宝仙学園教学組織規則の改正（R7.7/1施行） 

・こども教育宝仙大学こども教育学部教授会運営規程の改正（R7.7/1施行） 

・こども教育宝仙大学教員審査委員会規定の改正（R7.7/1施行） 

・こども教育宝仙大学自己点検・評価規程の改正（R7.7/1施行） 
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・こども教育宝仙大学学生の懲戒に関する規程の改正（R7.7/1施行） 

・宝仙学園定年規定の改正（R7.7/1施行） 

・宝仙学園法人ビジネスカード取扱要項の改正（R7.5/20施行） 

・学校法人宝仙学園校長及び園長の選考に関する規程の制定（R7.10/1施行） 

・宝仙学園職員出勤簿管理規程の改正（R7.9/1施行） 

・宝仙学園育児・介護休業等に関する規定の改正（R7.10/1施行） 

・学校法人宝仙学園こども教育宝仙大学ガバナンス・コードの改正（R7.8/1施行） 

・宝仙学園幼稚園園則の改正（R8.4/1施行） 

・宝仙学園_鍵・セキュリティカード等の取扱管理規程の制定（R7.9/1施行） 

・宝仙学園就業規則の改正（R7.10/1施行） 

・宝仙学園就業規則の改正（R8.4/1施行） 

・宝仙学園定年規定の改正（R8.4/1施行） 

・宝仙学園資金運用規程の改正（R7.12/1施行） 

・こども教育宝仙大学学則（R9/4/1施行） 

・こども教育宝仙大学こども教育学部幼児教育学科履修規程（R9.4/1施行） 

・宝仙学園人事評価制度実施規程の改正（R8.4/1施行） 

・こども教育宝仙大学学生短期保育留学に関する規程の制定（R8.2/1施行） 

・こども教育宝仙大学学生サポートセンター設置規程の制定（R8.4/1施行） 

・宝仙学園教学組織規則の改正（R8.4/1施行） 

・宝仙学園事務組織規則の改正（R8.4/1施行） 

・宝仙学園事務組織規則の改正（R8.4/1施行） 

・宝仙学園給与規定手当支給基準表の改正（R8.4/1施行） 

 

② 教育環境整備の推進状況 

 

・大学  

・電話主装置関連                             2,007,111 円 

・ネットワーク配線関連                       1,859,264円 

・機械警備導入関連                                    1,369,500円 

・図書館PC 更新                                        219,670 円 

・パソコン演習室LAN 工事関連                         1,601,000 円 

 

・中高 

中野坂上校舎 

・演習室１床面張替え                                 4,400,000 円 

・電話主装置更新工事                                 5,290,000 円 

・ネットワーク配線／再整備工事                       3,300,000 円 

・機械警備導入                                       1,710,000 円 

・第二職員室カラー両面印刷機                         5,680,000 円 

・教員用ノートＰＣ入れ替え 66台                   13,010,000 円 

・生徒用机 計 200台                                3,920,000 円 
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・HR 教室カーテン取替工事 24教室                    2 ,800,000 円 

・職員室複合機更新 3台                             2,210,000 円 

・86型電子黒板導入 3 台                             1,920,000 円 

・アクセスポイント更新 25 台                        7,860,000 円 

・職員用ノートＰＣ入れ替え 11台                     2,170,000 円 

 

鷺ノ宮校舎移転（2025.9～）教室等再整備 

・内装改修工事                      19,120,000 円 

・照明器具等更新工事                   3,150,000 円 

・ネットワーク監視カメラ設置 14台                 11,730,000 円 

・生徒用机＆椅子 105セット                         6,790,000 円   

 

・小学校 

・電話主装置設置工事等                 2,335,545 円 

・LED証明器具更新工事                14,135,000 円 

・マイラボ用プロジェクター                502,700 円 

・教員用PC（5台）                  1,221,000 円 

・教員用 iPad(10 台)                  1,023,996 円 

・校内放送設備更新                   1,882,650 円 

・理科教育設備整備費等補助金による実験機材等の購入   1,169,674 円   

 

・幼稚園   

・園児（年少）用椅子 115 脚購入                       1,910,000 円 

・LED 工事                                          1,950,000 円 

・PC21台購入                                         4,100,000 円 

・iPad16 台購入                                        1,290,000 円 

③ 学園運営管理施策の推進状況 

・学内理事検討会（学園レベルの重要事項の審議等）の実施（11回、8月を除く毎月） 

・令和７年度監事への経営報告会の実施（各理事会開催時11回） 

・部門別「経営課題確認会議」（9月18日～9月25日） 

・中期経営計画（R8～R12）及び令和８年度事業計画の部門別検討会の実施（1月26日～30日） 

 

 

４．附属明細書 

  （１）事業報告の内容を補足する重要な事項 

該当なし 
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